
河
越
真
帆
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

河
越
真
帆
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
﹁
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
共
通

航
空
政
策
の
出
現
と
発
展
│
│
欧
州
化
の
視
点
か
ら
﹂
は
︑
Ｅ
Ｕ
に

お
い
て
共
通
の
航
空
市
場
を
形
成
す
る
に
至
る
政
策
過
程
を
詳
細
に

検
討
し
た
も
の
で
あ
る
︒
本
論
文
は
︑
こ
れ
ま
で
政
治
学
的
に
研
究

対
象
と
な
り
に
く
か
っ
た
航
空
の
分
野
に
焦
点
を
当
て
︑
規
制
の
主

体
が
国
家
レ
ベ
ル
か
ら
Ｅ
Ｕ
と
い
う
超
国
家
的
レ
ベ
ル
に
移
譲
す
る

時
期
︵
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
九
〇
年
代
半
ば
︶
を
対
象
時
期
と
し
︑

Ｅ
Ｕ
共
通
航
空
政
策
の
出
現
と
発
展
に
つ
い
て
政
治
学
的
な
分
析
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
︒

本
論
文
は
︑
Ａ
４
版
で
本
文
二
二
八
頁
︑
付
録
資
料
一
三
頁
︑
参

考
文
献
三
四
頁
か
ら
成
っ
て
い
る
︒
そ
の
大
部
分
は
河
越
君
が
既
に

﹃
法
学
政
治
学
論
究
﹄
︑
﹃
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
年
報
﹄︑
﹃
運
輸
政
策
研
究
﹄

と
い
っ
た
査
読
付
き
の
学
術
雑
誌
に
発
表
・
公
刊
さ
れ
た
も
の
を
土

台
と
し
て
︑
そ
れ
ら
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
︑
体
系
化
さ
せ
た
も
の

が
今
回
提
出
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
︒

Ⅰ

論
文
の
構
成

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

︿
目
次
﹀

序
論第

一
節

は
じ
め
に
│
│
問
題
の
所
在
と
航
空
政
策
の
位
置
づ
け

１
︑
問
題
の
所
在

│
│
な
ぜ
航
空
政
策
を
政
治
学
的
に
研
究
す
る
の
か

２
︑
研
究
対
象
地
域
の
設
定
理
由

│
│
な
ぜ
Ｅ
Ｕ
を
研
究
対
象
と
す
る
の
か

３
︑
研
究
対
象
時
期
の
選
定
理
由

４
︑
Ｅ
Ｕ
の
政
策
領
域
の
な
か
で
の
航
空
政
策
の
位
置
付
け

第
二
節

本
研
究
の
目
的

第
一
章

本
研
究
の
視
点
と
分
析
枠
組
み

第
一
節

先
行
研
究
の
回
顧
と
残
さ
れ
た
課
題

第
二
節

本
研
究
で
用
い
る
分
析
枠
組
み

１
︑
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
と
政
策
決
定
過
程
研
究
の
関
係

２
︑
欧
州
化
研
究
の
現
状

３
︑
Ｅ
Ｕ
│
加
盟
国
関
係
の
研
究
の
重
要
性

４
︑
本
研
究
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ

第
三
節

本
稿
の
構
成

第
一
部

Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
政
策
決
定
過
程
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第
二
章

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
欧
州
航
空
輸
送

第
一
節

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
欧
州
の
航
空
を
め
ぐ
る
国
際
体

制

１
︑
国
際
機
関
Ｉ
Ｃ
Ａ
О
の
設
立

２
︑
国
際
団
体
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
成
立

３
︑
欧
州
で
の
主
な
国
際
団
体

４
︑
欧
州
各
国
の
役
割

５
︑
Ｅ
Ｃ
の
成
立
と
役
割

第
二
節

航
空
協
定

１
︑
シ
カ
ゴ
条
約

２
︑
バ
ー
ミ
ュ
ー
ダ
協
定
の
成
立

第
三
節

欧
州
航
空
市
場
と
そ
の
特
質

第
四
節

小
括

第
三
章

Ｅ
Ｃ
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
成
立
︵
一
九
七
八
│
八
七
年
︶

第
一
節

本
章
の
位
置
づ
け

第
二
節

欧
州
民
間
航
空
史
概
略
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
航
空
政
策
決
定
過

程

１
︑
第
二
次
大
戦
後
の
欧
州
民
間
航
空
の
概
略

２
︑
Ｅ
Ｃ
航
空
政
策
決
定
過
程

第
三
節

パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
合
意
形
成
過
程
︵
一
九
七
八
│
八
七
年
︶

１
︑
一
九
七
〇
年
代
の
Ｅ
Ｃ
諸
機
関
の
反
応

２
︑
米
国
の
新
航
空
政
策
と
航
空
規
制
緩
和
法
の
内
容

３
︑
一
九
七
八
年
以
降
の
Ｅ
Ｃ
諸
機
関
の
反
応

４
︑
閣
僚
理
事
会
の
不
作
為
と
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
妥
協
案

の
模
索

５
︑
市
場
統
合
へ
前
進

│
│
ド
ロ
ー
ル
委
員
長
の
登
場
︵
一
九
八
五
│
八
七
年
︶

６
︑
加
盟
国
に
よ
る
二
国
間
協
定
の
動
き

７
︑
そ
の
他
の
ア
ク
タ
ー
の
働
き

８
︑
レ
イ
カ
ー
航
空
│
│
内
側
か
ら
の
規
制
緩
和
の
動
き

第
四
節

制
度
形
成
に
お
け
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割

１
︑
米
国
規
制
緩
和
法
成
立
か
ら
第
一
次
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
発

表
ま
で
︵
一
九
七
八
│
七
九
年
︶

２
︑
第
二
次
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
発
表
ま
で
︵
一
九
八
〇
│
八
四
年
︶

３
︑
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
合
意
形
成
過
程
︵
一
九
八
五
│
八
七
年
︶

第
五
節

小
括

第
四
章

パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅱ
及
び
Ⅲ
の
成
立
過
程
︵
一
九
八
七
│
九
二
年
︶

第
一
節

本
章
の
位
置
づ
け

第
二
節

航
空
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅱ
合
意
成
立
に
い
た
る
政
策
過
程

第
三
節

パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅲ
導
入
ま
で
の
政
策
過
程

第
四
節

パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅲ
の
特
質
と
イ
シ
ュ
ー
ご
と
の
問
題
点

１
︑
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅲ
の
特
質

２
︑
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
の
活
動

︵
１
︶
国
際
航
空
輸
送
協
会
︵
In
tern
ation
al
A
ir
T
ran
s-

p
ort
A
ssociation
:IA
T
A
︶

︵
２
︶
欧
州
航
空
会
社
協
会
︵
E
u
rop
ean
A
ir
tran
sp
ort
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A
ssociation
:A
E
A
︶

︵
３
︶
欧
州
公
企
業
セ
ン
タ
ー
︵
C
en
tre
E
u
rop
éen
d
es

E
n
trep
rises
P
u
b
liq
u
es:C
E
E
P
︶

︵
４
︶
国
際
民
間
空
港
協
会
︵
In
tern
ation
al
C
iv
il
A
ir-

p
orts
A
ssociation
:IC
A
A
︶

︵
５
︶
消
費
者
団
体

︵
６
︶
各
国
航
空
会
社

３
︑
航
空
自
由
化
の
イ
シ
ュ
ー
の
顕
在
化

第
五
節

小
括

第
二
部

加
盟
国
の
政
策
施
行
段
階
で
の
諸
問
題

第
五
章

フ
ラ
ン
ス
の
航
空
政
策
と
一
九
八
〇
年
代
の
経
済
政
策
の

転
向

第
一
節

本
章
の
位
置
づ
け

第
二
節

フ
ラ
ン
ス
の
航
空
政
策
の
概
略

│
│
国
営
航
空
会
社
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
誕
生

第
三
節

フ
ラ
ン
ス
の
経
済
政
策
上
の
転
換

│
│
国
有
化
か
ら
民
営
化
政
策
へ

１
︑
経
済
政
策
改
革
と
民
営
化
の
位
置
づ
け

２
︑
国
有
化
と
民
営
化
政
策

︵
１
︶
フ
ラ
ン
ス
経
済
政
策
の
伝
統
的
特
徴

︵
２
︶
フ
ラ
ン
ス
国
有
化
︵
一
九
八
一
年
│
八
三
年
︶

︵
３
︶
静
か
な
民
営
化
︵
一
九
八
三
年
│
八
六
年
︶

第
四
節

第
一
次
民
営
化
︵
一
九
八
六
│
八
八
年
︶

１
︑
第
一
次
民
営
化
政
策
の
内
容

２
︑
フ
ラ
ン
ス
民
営
化
の
政
策
決
定
の
経
緯

第
五
節

第
二
次
民
営
化
︵
一
九
九
三
│
九
五
年
︶

１
︑
フ
ラ
ン
ス
第
二
次
民
営
化
政
策
の
中
で
の
エ
ー
ル
・
フ
ラ

ン
ス
民
営
化

２
︑
第
二
次
フ
ラ
ン
ス
民
営
化
の
内
容

第
六
節

小
括

第
六
章

フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
へ
の
国
家
援
助

を
巡
る
問
題

第
一
節

本
章
の
位
置
づ
け

第
二
節

欧
州
共
通
航
空
政
策
と
国
家
援
助
︵
S
tate
A
id
︶

１
︑
欧
州
共
通
航
空
政
策
の
概
略

２
︑
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
へ
の
国
家
援
助
承
認
問
題

︵
１
︶
国
家
援
助
の
法
的
位
置
づ
け

︵
２
︶
フ
ラ
ン
ス
航
空
産
業
の
再
編
成

︵
３
︶
賢
人
委
員
会
の
報
告
書

︵
４
︶
国
家
援
助
承
認
ま
で
の
手
続
き

３
︑
航
空
産
業
へ
の
国
家
援
助
を
巡
る
考
察

第
三
節

小
括

第
七
章

オ
ル
リ
ー
空
港
︵
パ
リ
︶
開
放
問
題

第
一
節

本
章
の
位
置
づ
け

第
二
節

フ
ラ
ン
ス
航
空
市
場
自
由
化
の
背
景

１
︑
フ
ラ
ン
ス
航
空
市
場
の
概
要
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２
︑
オ
ル
リ
ー
空
港
開
放
問
題
の
顕
在
化

３
︑
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅲ
と
空
港
自
由
化
の
関
係

第
三
節

オ
ル
リ
ー
空
港
開
放
へ
│
│
Ｔ
Ａ
Ｔ
エ
ア
ー
の
事
例

１
︑
Ｔ
Ａ
Ｔ
エ
ア
ー
に
よ
る
オ
ル
リ
ー
空
港
自
由
化
要
望

２
︑
フ
ラ
ン
ス
側
の
対
応

３
︑
英
国
政
府
に
よ
る
オ
ル
リ
ー
空
港
自
由
化
へ
の
干
渉

４
︑
オ
ル
リ
ー
空
港
開
放
へ

第
四
節

小
括
│
│
本
事
例
と
欧
州
統
合
の
影
響
と
の
関
連

結
論第

一
節

本
研
究
で
得
ら
れ
た
考
察

第
二
節

本
研
究
の
成
果

付
録
資
料

参
考
文
献

Ⅱ

内
容
の
紹
介

本
論
文
の
目
的
は
︑
国
際
的
な
協
定
や
制
度
が
厳
然
と
存
在
す
る

航
空
分
野
に
お
い
て
︑
こ
れ
ら
の
仕
組
み
や
制
度
を
張
り
巡
ら
す
こ

と
と
な
っ
た
ア
ク
タ
ー
と
は
誰
な
の
か
︑
ま
た
制
度
形
成
に
ア
ク
タ

ー
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
諸
問
題
に
つ
い
て
探
求

を
す
る
こ
と
で
あ
る
︒

河
越
君
は
︑
世
界
で
最
初
に
国
内
航
空
輸
送
の
規
制
緩
和
に
取
り

組
ん
だ
米
国
に
対
し
て
︑
Ｅ
Ｕ
は
世
界
で
最
初
に
複
数
国
家
間
で
相

互
の
障
壁
を
取
り
除
い
た
地
域
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
︒
そ
の

上
で
︑
航
空
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
︑
地
域
単
位

で
取
り
組
み
を
行
っ
た
Ｅ
Ｕ
を
︑
航
空
自
由
化
に
対
応
す
る
制
度
改

革
の
成
功
例
で
あ
る
と
し
︑
こ
の
Ｅ
Ｕ
の
事
例
を
研
究
対
象
と
し
て

い
る
︒

本
論
文
が
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
時
期
は
︑
米
国
規
制
緩

和
法
が
成
立
し
た
一
九
七
八
年
か
ら
︑
Ｅ
Ｕ
内
で
の
航
空
自
由
化
が

決
定
・
施
行
さ
れ
た
一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
で
あ
り
︑
河
越
君
は

こ
の
時
期
を
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
共
通
航
空
政
策
の
出
現
と
発
展
の
時
期
で

あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
Ｅ
Ｕ
︵
当
時
は
Ｅ
Ｃ
︶
政
策

過
程
に
お
い
て
多
大
な
変
化
が
生
じ
︑
ス
ウ
ィ
ー
ト
︵
A
.
S
.

S
w
eet︶
と
サ
ン
ド
ホ
ル
ツ
︵
W
.S
an
d
h
oltz︶
が
主
張
す
る
﹁
超

国
家
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
﹂
が
生
じ
た
時
期
と
符
合
す
る
︒
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ

の
航
空
行
政
に
お
い
て
も
︑
そ
れ
以
前
と
は
全
く
異
な
る
新
し
い
制

度
が
形
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
︑
制
度
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究

す
る
上
で
大
変
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
︑
研
究
対
象
時

期
が
設
定
さ
れ
て
い
る
︒
国
家
の
庇
護
の
下
で
育
成
さ
れ
た
航
空
政

策
が
︑
国
家
の
手
を
離
れ
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
と
い
う
超
国
家
レ
ベ
ル
に
よ

っ
て
政
策
決
定
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
至
っ
た
こ
と
は
︑
政
策
決
定
上

の
一
大
転
換
点
で
あ
り
︑
そ
の
変
化
は
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
と
加
盟
国
双
方

の
政
策
過
程
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
︒
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河
越
君
は
︑
Ｅ
Ｕ
と
加
盟
国
の
権
限
の
移
譲
に
着
目
し
︑
Ｅ
Ｕ
と

加
盟
国
関
係
を
研
究
対
象
と
す
る
﹁
欧
州
化
︵
E
u
rop
ean
iza-

tion
︶﹂
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
︑
航
空
政
策
に
お
け
る

Ｅ
Ｕ
・
加
盟
国
の
レ
ベ
ル
を
組
み
込
ん
だ
政
策
過
程
研
究
の
必
要
性

を
主
張
し
て
い
る
︒
本
論
文
で
は
︑
Ｅ
Ｕ
と
加
盟
国
の
相
互
の
関
係

を
解
明
す
べ
く
︑
政
策
に
関
与
す
る
ア
ク
タ
ー
の
中
で
も
特
に
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
各
加
盟
国
の
代
表
か
ら
な
る
閣
僚
理
事
会
と
の
交
渉
に

よ
る
政
策
決
定
過
程
と
︑
Ｅ
Ｃ
で
の
決
定
が
加
盟
国
で
施
行
さ
れ
る

過
程
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
︒

本
論
文
は
︑
航
空
を
巡
る
欧
州
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
︑

航
空
自
由
化
が
漸
次
的
に
導
入
さ
れ
た
政
策
決
定
過
程
を
辿
っ
て
い

る
︒
さ
ら
に
︑
Ｅ
Ｕ
の
政
策
が
加
盟
国
︵
本
論
文
で
は
フ
ラ
ン
ス
︶

で
施
行
さ
れ
る
際
の
問
題
と
な
る
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
︑
Ｅ
Ｕ
と

加
盟
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
双
方
を
巻
き
込
む
包
括
的
な
政
策
過
程

の
分
析
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
以
下
︑
本
論
文
の
各
章
の
概
要

を
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
︒

序
論
で
は
︑
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
︒
世
界
に
先
駆

け
て
航
空
自
由
化
を
明
記
し
た
米
国
の
航
空
規
制
緩
和
法
の
導
入
に

よ
り
︑
世
界
中
で
航
空
政
策
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
た
︒
Ｅ
Ｕ
の
事
例

は
︑
世
界
で
最
初
に
複
数
国
間
に
お
け
る
相
互
の
障
壁
を
撤
去
し
︑

新
た
に
共
通
の
航
空
政
策
を
樹
立
し
た
と
い
う
点
で
︑
制
度
形
成
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
適
し
た
事
例
を
提
供
し
て
い
る
︒
本
論
文
で

は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
中
で
も
フ
ラ
ン
ス
を
事
例
と
し
︑
航
空
自
由
化
の

施
行
過
程
の
懸
案
事
項
︵
国
営
航
空
会
社
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
民

営
化
問
題
と
︑
自
由
な
市
場
ア
ク
セ
ス
問
題
に
関
わ
る
国
内
空
港
の

発
着
枠
問
題
と
し
て
の
オ
ル
リ
ー
空
港
開
放
事
例
︶
を
取
り
上
げ
て

い
る
︒
フ
ラ
ン
ス
を
事
例
と
す
る
理
由
は
︑
①
フ
ラ
ン
ス
が
︑
ド
イ

ツ
と
並
ん
で
欧
州
統
合
を
推
進
す
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
︑
折
に
ふ

れ
て
Ｅ
Ｕ
の
決
定
に
対
し
抵
抗
を
試
み
る
国
で
あ
る
こ
と
︑
②
規
制

改
革
が
行
わ
れ
た
政
策
の
先
行
研
究
が
豊
富
な
英
国
な
ど
に
比
べ
︑

フ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
政
治
学
的
な
航
空
政
策
の
事
例
研
究
が
殆
ど
省

み
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
︑
Ｅ
Ｕ
の
航
空
政
策
の
進
展
と
停
滞

を
検
証
す
る
に
は
ふ
さ
わ
し
い
加
盟
国
と
河
越
君
が
判
断
し
た
の
で

あ
る
︒

第
一
章
で
は
︑
本
論
文
の
視
点
と
分
析
枠
組
み
が
提
示
さ
れ
て
い

る
︒
ま
ず
︑
河
越
君
は
航
空
政
策
の
事
例
を
政
治
学
的
に
扱
っ
た
先

行
研
究
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
︒
航
空
政
策
に
関
わ
る
先
行
研
究
は

大
別
す
る
と
︑
①
国
際
レ
ジ
ー
ム
を
用
い
た
研
究
︑
②
ガ
バ
ナ
ン
ス

︵
超
国
家
ガ
バ
ナ
ン
ス
お
よ
び
単
一
市
場
ガ
バ
ナ
ン
ス
︶
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
取
る
研
究
︑
③
欧
州
化
の
概
念
で
説
明
し
た
事
例
研
究
が
あ

る
︒
河
越
君
は
︑
レ
ジ
ー
ム
論
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
用
い
た
先
行
研
究
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で
は
︑
従
来
の
国
際
政
治
と
国
内
政
治
と
の
区
別
の
問
題
が
残
さ
れ

て
お
り
︑
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
で
の
政
策
決
定
に
ば
か
り

説
明
が
割
か
れ
︑
加
盟
国
の
立
場
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
指

摘
す
る
︒

そ
こ
で
︑
河
越
君
が
着
目
す
る
の
は
︑
③
欧
州
化
研
究
で
あ
る
︒

欧
州
化
は
︑
Ｅ
Ｕ
と
加
盟
国
の
相
互
の
関
係
を
解
明
し
よ
う
と
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
︑
欧
州
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
体
系
的
に
示
し
た

も
の
に
︑
コ
ウ
ル
ズ
︑
カ
ポ
ラ
ソ
︑
リ
ッ
セ
︵
M
.A
.
C
ow
les,
J.

C
ap
oraso,an
d
T
.R
isse
︶
に
よ
る
﹁
国
内
構
造
と
区
別
で
き
る
欧

州
レ
ベ
ル
で
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
出
現
︵
ap
p
earan
ce︶
と
発

展
︵
d
ev
elop
m
en
t︶﹂
と
い
う
定
義
が
あ
る
︒
河
越
君
は
こ
の
先

行
研
究
の
定
義
を
基
に
︑
欧
州
化
の
原
動
力
と
な
る
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
か

ら
加
盟
国
へ
と
か
か
る
適
応
圧
力
︵
ad
ap
tation
al
p
ressu
re︶
に

着
目
す
る
︒
し
か
し
︑
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
共
通
航
空
政
策
の
成
立
は
コ

ウ
ル
ズ
ら
の
言
う
よ
う
な
適
応
圧
力
の
結
果
で
あ
る
の
か
と
い
う
問

い
か
け
を
行
い
︑
河
越
君
は
反
証
を
試
み
て
い
る
︒
コ
ウ
ル
ズ
ら
に

よ
る
先
行
研
究
で
は
︑
Ｅ
Ｕ
と
い
う
上
か
ら
の
決
定
を
受
動
的
に
受

け
入
れ
る
だ
け
の
存
在
と
さ
れ
る
加
盟
国
で
は
あ
る
が
︑
こ
の
よ
う

な
一
方
的
な
見
方
で
果
た
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
点
を
解
明
す
る
た
め
に
︑
Ｅ
Ｕ
と

加
盟
国
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
︑
政
策
決
定
か
ら
施
行
に
い
た
る
包

括
的
な
Ｅ
Ｕ
の
政
策
過
程
研
究
を
河
越
君
は
提
唱
す
る
の
で
あ
る
︒

分
析
の
際
に
︑
制
度
だ
け
で
は
な
く
Ｅ
Ｕ
と
フ
ラ
ン
ス
の
双
方
の
ア

ク
タ
ー
の
利
益
の
視
点
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
︒
な
お
︑
利
益
と
は
︑

特
定
の
分
野
で
現
れ
る
主
要
な
ア
ク
タ
ー
の
現
実
的
で
物
質
的
な
利

益
を
指
す
も
の
で
あ
る
︒
従
来
の
研
究
で
は
︑
制
度
変
化
と
国
内
構

造
に
分
析
の
力
点
が
置
か
れ
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
利
益
に
ま
で
説

明
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
︑
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
の
中
で
も

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
加
盟
国
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
を
軸
に
政
策
過
程
を
分

析
し
て
い
る
︒

第
一
部
で
は
︑
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
政
策
決
定
過
程
を
取
り
扱

っ
て
お
り
︑
第
二
章
で
は
︑
前
史
と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
欧

州
民
間
航
空
を
め
ぐ
る
国
際
体
制
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
︒
戦
後
に

は
民
間
航
空
に
携
わ
る
国
際
機
関
や
国
際
団
体
が
設
立
さ
れ
︑
二
国

間
協
定
を
軸
と
す
る
航
空
態
勢
が
整
っ
た
が
︑
欧
州
の
航
空
政
策
に

お
い
て
は
最
も
重
要
な
規
制
主
体
は
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
︒

第
三
章
で
は
︑
欧
州
に
お
け
る
航
空
政
策
を
改
革
す
る
主
体
と
し

て
の
Ｅ
Ｃ
の
役
割
に
重
心
が
置
か
れ
︑
共
通
運
輸
政
策
の
一
環
と
し

て
航
空
規
制
に
関
す
る
新
し
い
指
令
・
規
則
の
集
合
体
で
あ
る
航
空

パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
政
策
決
定
過
程
が
検
討
さ
れ
て
い
る
︒
欧
州
に
お
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け
る
航
空
と
は
︑
二
国
間
航
空
協
定
基
盤
の
体
制
下
で
︑
国
家
主
権

尊
重
に
よ
る
庇
護
の
対
象
で
あ
り
︑
自
由
な
競
争
は
導
入
さ
れ
て
お

ら
ず
︑
し
か
も
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
は
共
通
運
輸
政
策
か
ら
除
外
さ
れ
た

扱
い
の
政
策
領
域
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
状
況
を
一
変
さ
せ
た

契
機
は
︑
米
国
の
航
空
規
制
緩
和
法
の
成
立
で
あ
っ
た
︒
欧
州
各
国

も
そ
の
影
響
を
被
る
こ
と
に
な
り
︑
航
空
に
関
す
る
新
秩
序
の
模
索

が
Ｅ
Ｃ
の
中
で
も
始
ま
り
︑
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
第
一
次
メ
モ
ラ

ン
ダ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
提
案
が
発
表
さ
れ
た
︒
各
加
盟
国
の
利
益

を
代
表
す
る
閣
僚
理
事
会
に
お
い
て
は
政
策
決
定
方
式
が
全
会
一
致

で
あ
り
︑
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
そ
の
制
約
の
中
で
各
国
の
利
害
の
調
整

を
行
っ
て
︑
合
意
の
結
実
を
目
指
し
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
︒

パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
政
策
決
定
過
程
に
お
い
て
は
︑
航
空
自
由
化
に
抵

抗
す
る
加
盟
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
を
保
持
し
つ
つ
︑
交
渉
に
臨
ん

だ
過
程
が
解
明
さ
れ
︑
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
代
表
さ
れ
る
Ｅ
Ｃ
が
上
か

ら
適
応
圧
力
を
一
方
的
に
か
け
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
︒

第
四
章
で
は
︑
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
に
続
く
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅱ
お
よ
び
Ⅲ

の
成
立
ま
で
の
過
程
を
追
跡
し
て
い
る
︒
Ｅ
Ｃ
域
内
で
は
三
段
階
に

わ
た
る
漸
進
的
な
航
空
自
由
化
が
達
成
さ
れ
た
が
︑
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ

で
自
由
化
導
入
を
決
定
し
た
後
に
︑
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
加
盟
国
間
で

ど
の
よ
う
な
議
題
が
あ
り
︑
ま
た
ど
の
よ
う
に
交
渉
が
展
開
さ
れ
た

か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
中
で
︑
河
越
君
は
︑
航
空
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
い
う
新
規
制
度
形
成
過
程
に
お
け
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
加

盟
国
の
役
割
を
分
析
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
こ
れ
ら
の
過
程
を
考
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
航
空
自
由
化
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
シ
ュ
ー

が
顕
在
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
︑
次
章
以
降
へ
と
繫
が
り

を
持
た
せ
て
い
る
︒

第
二
部
で
は
︑
第
一
部
の
Ｅ
Ｃ
レ
ベ
ル
で
の
政
策
決
定
過
程
を
踏

ま
え
︑
加
盟
国
で
の
政
策
施
行
段
階
で
の
諸
問
題
を
具
体
的
に
取
り

扱
っ
て
い
る
︒
フ
ラ
ン
ス
国
内
レ
ベ
ル
で
︑
航
空
自
由
化
を
受
け
入

れ
る
背
景
と
自
由
化
施
行
に
あ
た
っ
て
の
障
害
と
な
る
懸
案
︵
国
有

航
空
会
社
の
民
営
化
問
題
︑
自
由
な
市
場
ア
ク
セ
ス
実
現
の
た
め
の

パ
リ
・
オ
ル
リ
ー
空
港
開
放
問
題
︶
を
通
じ
︑
フ
ラ
ン
ス
は
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
行
っ
て
自
由
化
を
実
現
し
た
の
か
を

考
察
し
て
い
る
︒

第
五
章
で
は
︑
前
史
と
し
て
自
由
化
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
の
航
空
政

策
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ラ
ッ
グ
・
キ
ャ
リ
ア
ー
で
あ
る
エ
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ス
の
設
立
を
軸
に
整
理
し
て
い
る
︒
航
空
市
場
に
競
争
を
導
入

す
る
自
由
化
遂
行
の
鍵
は
︑
そ
の
条
件
と
な
る
航
空
会
社
の
民
営
化

で
あ
っ
た
︒
フ
ラ
ン
ス
が
一
九
八
〇
年
代
に
国
有
化
を
経
験
し
た
後

に
民
営
化
へ
の
転
向
を
行
っ
た
の
は
︑
社
会
党
と
共
産
党
に
よ
る
連
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合
政
権
か
ら
右
派
連
合
に
よ
る
政
権
へ
の
交
代
と
い
う
国
内
政
治
的

な
要
因
だ
け
で
は
な
く
︑
Ｅ
Ｃ
で
導
入
が
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
航

空
自
由
化
に
自
国
の
経
済
政
策
を
合
致
さ
せ
る
た
め
に
︑
民
営
化
政

策
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
︒

第
六
章
で
は
︑
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
民
営
化
を
妨
げ
る
問
題
と

な
っ
た
︑
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
同
社
へ
の
国
家
援
助
を
巡
る
問
題
が

考
察
さ
れ
て
い
る
︒
国
家
援
助
の
問
題
は
︑
市
場
重
視
の
航
空
自
由

化
に
相
反
す
る
国
家
介
入
に
他
な
ら
な
い
が
︑
Ｅ
Ｕ
の
航
空
パ
ッ
ケ

ー
ジ
Ⅲ
の
発
効
後
の
一
九
九
四
年
に
︑
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
財
政
危

機
の
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
へ
の
国
家
援
助
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
承
認
さ
れ
た
︒
航
空
自
由
化
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
エ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ス
の
民
営
化
の
た
め
に
は
︑
市
場
競
争
を
ゆ
が
め
る
原
因
と

も
な
り
う
る
国
家
に
よ
る
多
額
の
援
助
の
申
請
・
承
認
が
必
要
で
あ

っ
た
経
緯
が
検
討
さ
れ
て
い
る
︒
航
空
自
由
化
を
推
進
し
た
い
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
経
営
再
建
を
欲
す
る
フ
ラ
ン
ス
当

局
の
間
で
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
に
基
づ
い
た
交
渉
が
展
開
さ
れ
︑

妥
協
の
結
果
︑
自
由
化
と
矛
盾
す
る
国
有
航
空
会
社
へ
の
国
家
援
助

は
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
う
し
て
︑
Ｅ
Ｕ
の
政
策
施

行
過
程
に
お
い
て
も
︑
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
自
由
化
措
置
に
対
す
る
加
盟
国

か
ら
の
具
体
的
な
抵
抗
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

第
七
章
で
は
︑
Ｅ
Ｕ
の
航
空
自
由
化
の
焦
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
航

空
市
場
参
入
規
制
を
巡
る
事
例
と
し
て
︑
パ
リ
・
オ
ル
リ
ー
空
港
開

放
過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
︒
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
内
の
首
都
圏
の
国
内
空

港
の
国
際
化
の
問
題
は
︑
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅲ
で
盛
り
込
ま
れ
た
カ
ボ
タ

ー
ジ
ュ
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
︒
こ
れ
は
︑
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅲ
で

運
航
を
許
可
さ
れ
た
航
空
会
社
は
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
域
内
の
あ
ら
ゆ
る
路

線
で
自
由
な
運
航
が
可
能
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
︑
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
も
空
港
の
国
際
線
・
国
内
線
別
の
発
着
枠
が
問
題
と
な
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
︒
オ
ル
リ
ー
空
港
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
航
空
の
拠
点
で

あ
っ
て
︑
外
国
の
航
空
会
社
が
パ
リ
へ
新
規
参
入
を
希
望
す
る
際
は
︑

オ
ル
リ
ー
空
港
で
は
な
く
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
空
港
へ
の
参
入
が

フ
ラ
ン
ス
政
府
に
よ
っ
て
推
奨
さ
れ
て
い
た
︒
オ
ル
リ
ー
空
港
自
由

化
を
め
ぐ
っ
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
訴
え
た
Ｔ
Ａ
Ｔ
エ
ア
ー
︵
英
国
資

本
の
航
空
会
社
︶
の
動
き
か
ら
︑
オ
ル
リ
ー
空
港
開
放
過
程
の
検
討

が
な
さ
れ
︑
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
フ
ラ
ン
ス
政
府
へ
の
開
放
圧
力
が

分
析
の
対
象
と
な
っ
た
︒
フ
ラ
ン
ス
国
内
制
度
の
変
革
に
必
要
で
あ

っ
た
の
は
︑
Ｅ
Ｕ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
の
適
応
圧
力
以
外
に
︑
他
の
加

盟
国
︵
こ
の
場
合
英
国
政
府
︶
か
ら
の
圧
力
も
存
在
し
︑
且
つ
フ
ラ

ン
ス
政
府
は
空
港
自
由
化
と
は
程
遠
い
自
国
の
航
空
会
社
保
護
に
よ

る
既
得
権
益
保
護
の
目
的
を
有
し
て
い
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

以
上
の
第
一
章
か
ら
第
七
章
ま
で
の
分
析
を
踏
ま
え
て
導
か
れ
る
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結
論
は
︑
仕
組
み
や
制
度
を
整
備
し
旧
制
度
と
の
調
整
に
努
め
た
ア

ク
タ
ー
と
は
︑
具
体
的
に
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
加
盟
国
の
双
方
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
本
論
文
は
︑
新
制
度
論
に
基
盤

を
置
い
た
欧
州
化
研
究
に
対
す
る
批
判
を
展
開
す
る
と
と
も
に
︑
コ

ウ
ル
ズ
ら
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
な
適
応
圧
力
を
欧
州
化
の

原
動
力
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
な
い
︒
Ｅ
Ｕ
で
の
政
策
決
定
に
あ
わ

せ
て
加
盟
国
の
国
内
の
制
度
と
の
間
で
不
適
合
が
生
じ
︑
そ
の
結
果

国
内
制
度
の
変
化
お
よ
び
構
造
変
化
が
進
む
と
い
う
解
釈
に
対
し
︑

本
論
文
で
は
不
適
合
や
適
応
圧
力
だ
け
で
は
制
度
変
化
の
解
釈
は
出

来
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
︒
本
論
文
の
航
空
政
策
の
事
例
を
通

じ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
と
は
︑
Ｅ
Ｕ
と
い
う
上
か
ら
の
圧
力
を

受
け
て
国
内
の
制
度
変
化
が
生
じ
た
と
い
う
単
純
な
構
図
で
は
な
く
︑

加
盟
国
と
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
交
渉
の
結
果
︑
新
規
の
制
度
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
︒
加
盟
国
は
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
決
定
を
受
け

入
れ
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
︑
そ
の
点
で
Ｅ
Ｕ
の

制
度
は
︑
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
と
加
盟
国
レ
ベ
ル
の
双
方
の
交
渉
の
結
果
︑

作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
︒

ま
た
︑
制
度
に
重
点
を
置
く
先
行
研
究
と
も
一
線
を
画
し
︑
河
越

君
は
ア
ク
タ
ー
の
利
益
に
注
目
す
る
︒
本
論
文
で
は
︑
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
加
盟
国
の
合
意
の
形
成
に
よ
る
新
制
度
の
構
築
に
至
る
ま
で
に

は
︑
双
方
の
利
益
に
よ
る
衝
突
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
決
定
を
受
け
入
れ
加
盟
国
の
国
内
制
度
に
変
化
が

生
じ
る
際
に
お
い
て
も
︑
国
内
レ
ベ
ル
で
の
利
益
が
損
ね
ら
れ
る
訳

で
は
な
い
と
い
う
︑
制
度
と
利
益
の
齟
齬
に
関
し
て
も
言
及
し
て
い

る
︒
河
越
君
は
︑
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
を
通
じ
て
こ
の
利
益
の
存
在
こ

そ
が
︑
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
超
国
家
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
形
成
さ
れ
る
時
期
に

お
い
て
も
抵
抗
を
試
み
る
加
盟
国
の
し
た
た
か
さ
で
あ
る
と
示
唆
し

て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
Ｅ
Ｕ
が
加
盟
国
国
内
の
規
制
撤
廃
を
迫
る
航
空

政
策
に
お
い
て
も
︑
国
家
は
依
然
と
し
て
重
要
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る

と
い
う
点
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
︒

Ⅲ

評
価

以
上
︑
本
論
文
の
内
容
を
概
略
し
て
き
た
が
︑
以
下
︑
本
論
文
の

意
義
と
課
題
を
考
察
す
る
︒

本
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
は
︑
第
一
に
︑
河
越
君
が
留
学
︵
英
国

の
Ｌ
Ｓ
Ｅ
と
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
政
治
学
院
︶
の
機
会
を
利
用
し
︑
体

系
的
に
収
集
し
た
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
の
一
次
資
料
・
二
次
資
料
を

丁
寧
に
読
み
込
み
︑
分
析
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
Ｅ
Ｕ
の
公
文
書
︑

フ
ラ
ン
ス
国
内
の
航
空
に
関
わ
る
公
文
書
︑
航
空
に
関
す
る
そ
の
他

の
文
献
も
︑
各
種
図
書
館
︵
国
立
国
会
図
書
館
︑
航
空
図
書
館
な

ど
︶
に
も
足
を
運
び
︑
こ
れ
ら
の
図
書
を
網
羅
的
に
読
み
解
い
て
い

る
︒
航
空
の
成
り
立
ち
︑
国
際
航
空
に
関
わ
る
団
体
の
機
能
︑
欧
州
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で
の
航
空
行
政
の
特
徴
︑
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
航
空
事
情
な
ど
︑
航
空

政
策
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
膨
大
な
資
料
を
体
系
的
に
収
集
・
整

理
し
︑
そ
の
問
題
点
を
的
確
に
指
摘
し
つ
つ
︑
本
論
文
で
独
自
の
考

察
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

第
二
の
意
義
は
︑
日
本
で
の
学
界
へ
の
貢
献
と
し
て
︑
国
際
政
治

理
論
・
公
共
政
策
研
究
に
ま
た
が
る
欧
州
化
研
究
の
実
証
研
究
を
行

っ
た
点
で
あ
る
︒
こ
れ
ま
で
欧
州
化
研
究
は
日
本
に
お
い
て
も
︑
い

く
つ
か
の
事
例
研
究
が
提
示
さ
れ
て
き
て
い
る
が
︑
Ｅ
Ｕ
と
加
盟
国

の
双
方
の
関
係
を
研
究
す
る
は
ず
の
欧
州
化
の
一
方
向
︵
加
盟
国
側

の
視
点
︶
の
み
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
︒
河
越
君
の
研
究
は
︑
こ

の
一
方
か
ら
の
見
方
を
修
正
す
る
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
貢
献
は
き
わ

め
て
大
き
い
︒
Ｅ
Ｕ
と
加
盟
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
異
な
る
二
つ
の

レ
ベ
ル
で
の
政
策
過
程
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る

国
際
公
共
政
策
の
決
定
・
執
行
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

こ
と
が
評
価
で
き
る
︒

Ｅ
Ｕ
で
は
︑
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
提
案
し
︑
理
事
会
︵
最
近
で
は
欧

州
議
会
と
の
共
同
決
定
︶
が
決
定
す
る
こ
と
が
基
本
で
︑
採
択
さ
れ

た
立
法
・
政
策
の
実
施
は
加
盟
国
が
行
う
の
が
原
則
で
あ
る
が
︑
本

論
文
は
︑
そ
の
よ
う
な
原
則
と
そ
れ
に
伴
う
問
題
点
を
理
解
す
る
上

で
も
︑
格
好
な
事
例
を
提
供
し
て
い
る
︒

第
三
の
意
義
と
は
︑
今
ま
で
政
治
学
的
な
先
行
研
究
の
少
な
い
航

空
政
策
の
事
例
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
り
︑
政
府
か
ら
の
規
制
介
入

の
変
化
を
政
治
学
的
に
的
確
に
捉
え
た
こ
と
で
あ
る
︒
欧
州
で
の
航

空
行
政
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
︑
日
本
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
へ
の
国
家
援
助
の
問
題
︑
Ｔ
Ａ
Ｔ
航
空
会
社

に
代
表
さ
れ
る
新
規
参
入
の
問
題
︑
フ
ラ
ン
ス
首
都
圏
空
港
に
発
着

す
る
国
際
便
と
国
内
便
の
棲
み
分
け
な
ど
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
︒
Ｅ
Ｕ
の
共
通
航
空
政
策
と
し
て
は
︑
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
国
際

的
な
制
度
が
で
き
た
の
か
︑
ま
た
ど
の
よ
う
に
制
度
が
変
更
と
な
っ

た
の
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
︑
Ｅ
Ｕ
の
航
空
政
策
の
変
遷
と
加
盟

国
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
河
越
君
は
Ｅ
Ｕ
と

い
う
超
国
家
的
レ
ベ
ル
に
よ
る
法
規
だ
け
で
は
な
く
︑
Ｅ
Ｕ
と
加
盟

国
と
の
両
者
が
航
空
に
関
わ
る
新
制
度
を
形
成
し
た
と
い
う
結
論
に

到
達
し
︑
航
空
政
策
の
政
治
学
的
分
析
と
い
う
新
た
な
地
平
を
切
り

開
い
た
と
い
え
る
︒

第
四
に
︑
新
制
度
論
に
則
っ
た
先
行
研
究
で
展
開
さ
れ
る
制
度
重

視
の
見
方
の
修
正
を
行
っ
た
こ
と
が
︑
本
論
文
の
大
い
な
る
意
義
で

あ
る
︒
こ
れ
ら
の
欧
州
化
の
先
行
研
究
で
は
制
度
に
重
点
を
置
き
︑

コ
ウ
ル
ズ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
制
度
変
化
を
促
す
も
の
は
上
か

ら
の
圧
力
で
あ
っ
た
が
︑
こ
う
し
た
一
方
的
な
解
釈
に
異
議
を
唱
え
︑

Ｅ
Ｕ
と
加
盟
国
の
相
互
の
関
係
を
利
益
の
表
出
に
よ
る
交
渉
と
捉
え

た
分
析
視
点
が
斬
新
で
あ
る
︒
航
空
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
成
立
と
い
っ
た
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航
空
に
お
け
る
政
策
転
換
期
に
お
い
て
も
︑
加
盟
国
は
し
た
た
か
に

自
国
の
利
益
を
温
存
さ
せ
な
が
ら
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
交
渉
を
行
い
︑

制
度
変
化
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
︒
Ｅ
Ｕ

に
お
け
る
航
空
に
か
か
わ
る
制
度
構
築
お
よ
び
制
度
改
革
は
︑
Ｅ
Ｕ

か
ら
加
盟
国
へ
の
一
方
的
な
圧
力
の
結
果
で
は
な
い
と
い
う
分
析
は
︑

欧
州
統
合
研
究
に
お
い
て
有
益
な
貢
献
を
な
し
て
い
る
︒

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
本
論
文
は
︑
Ｅ
Ｕ
の
共
通
航
空
政
策
に

つ
い
て
欧
州
化
ア
プ
ロ
ー
チ
の
適
用
の
効
用
と
限
界
を
実
証
し
た
点

で
学
界
に
多
大
な
貢
献
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
が
︑
そ
れ
と
同
時

に
い
く
つ
か
の
課
題
が
散
見
さ
れ
る
︒

第
一
に
︑
Ｅ
Ｕ
共
通
航
空
政
策
の
施
行
レ
ベ
ル
に
お
け
る
フ
ラ
ン

ス
の
影
響
力
行
使
に
つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
て
は
い
る
が
︑
Ｅ
Ｕ
共
通

航
空
政
策
形
成
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
行
使
に
つ
い
て
は
十

分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
︒
ま
た
︑
政
策
の
形
成
お
よ

び
施
行
レ
ベ
ル
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
お
よ
び
欧
州
労
働

組
合
連
盟
︵
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
︶
の
役
割
と
影
響
力
に
つ
い
て
よ
り
深
い
考

察
が
あ
れ
ば
︑
本
研
究
は
さ
ら
に
説
得
力
の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
で

あ
ろ
う
︒

第
二
に
︑
共
通
運
輸
政
策
に
お
け
る
航
空
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
︑

十
分
な
記
述
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
︒
Ｅ
Ｃ
の
共
通
運
輸
政
策

の
中
で
も
︑
航
空
は
海
運
と
並
ん
で
市
場
で
の
競
争
が
最
も
遅
れ
て

い
た
領
域
で
あ
っ
た
︒
他
の
運
輸
手
段
よ
り
政
策
の
共
同
体
化
が
遅

れ
て
い
た
は
ず
の
航
空
に
お
い
て
︑
Ｅ
Ｃ
主
導
で
自
由
化
が
導
入
さ

れ
︑
新
規
の
制
度
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
説
明
さ
れ
て
い
る
が
︑
航

空
分
野
で
の
制
度
改
革
は
︑
他
の
交
通
手
段
︵
鉄
道
や
海
運
︶
に
い

か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
︒
そ
の
結
果
︑
航
空
を
含
む
共

通
運
輸
政
策
そ
の
も
の
の
見
直
し
な
ど
が
あ
っ
た
の
か
︑
航
空
だ
け

で
は
な
く
Ｅ
Ｕ
の
交
通
全
体
を
俯
瞰
す
る
よ
り
大
き
な
視
点
に
よ
る

分
析
が
あ
れ
ば
︑
Ｅ
Ｕ
の
共
通
運
輸
政
策
に
対
し
て
よ
り
理
解
が
深

ま
っ
た
で
あ
ろ
う
︒

第
三
に
︑
本
論
文
で
取
り
扱
っ
た
時
期
︵
一
九
七
八
年
か
ら
九
〇

年
代
半
ば
に
か
け
て
︶
に
お
け
る
共
通
航
空
政
策
の
出
現
が
︑
現
在

の
Ｅ
Ｕ
の
航
空
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
と
い
う

説
明
が
十
分
と
は
言
い
難
い
点
で
あ
る
︒
空
の
自
由
化
は
︑
本
論
文

の
研
究
対
象
時
期
の
直
後
か
ら
一
層
急
速
に
進
展
し
て
い
る
︒
河
越

君
が
用
い
る
﹁
共
通
運
輸
政
策
の
出
現
と
発
展
﹂
時
期
で
言
う
と

｢発
展
｣部
分
へ
の
よ
り
深
い
考
察
が
加
わ
っ
て
い
れ
ば
︑
こ
の
時
期

の
Ｅ
Ｕ
の
共
通
航
空
政
策
の
位
置
づ
け
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
た
︒

た
だ
︑
航
空
市
場
統
合
と
そ
の
後
の
Ｅ
Ｕ
の
航
空
政
策
の
展
開
に
関

し
て
河
越
君
は
既
に
論
文
︵
“A
ir
T
ran
sp
ort
D
ereg
u
lation
in

th
e
E
U
:
S
tu
d
y
from

th
e
E
u
rop
ean
ization
P
ersp
ectiv
e”,
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in
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oseisaku
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K
en
kyu
[H
okkaid
o
Jou
rn
al
of

N
ew
G
lobalL
aw
an
d
P
olicy],V
ol.2,Ju
ly
2009,p
p
.161-180
お

よ
び
﹁
シ
ン
グ
ル
ス
カ
イ
･
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
見
る
Ｅ
Ｕ
航
空
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
変
容
﹂﹃
慶
應
法
学
﹄
第
五
号
︑
二
〇
〇
六
年
︑
一
│
二
五

頁
︶
で
言
及
し
て
い
る
の
で
︑
研
究
対
象
時
期
に
関
す
る
問
題
は
︑

河
越
君
本
人
も
認
識
し
て
い
る
︒

第
四
に
︑
Ｅ
Ｕ
と
加
盟
国
と
の
関
係
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
欧
州

化
と
︑
こ
れ
よ
り
範
囲
が
広
い
概
念
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
の
相

互
関
係
に
つ
い
て
本
論
文
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
が
残
さ

れ
て
い
る
︒
限
ら
れ
た
国
や
地
域
で
の
み
運
行
す
る
鉄
道
な
ど
と
比

べ
︑
地
球
的
規
模
で
運
航
が
な
さ
れ
る
航
空
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
の
制
度

改
革
は
︑
米
国
か
ら
の
国
内
航
空
規
制
緩
和
法
の
影
響
を
契
機
と
し

て
お
り
︑
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
を
考
慮
し
な
い
と
語
れ
な
い
は
ず

で
あ
る
︒
欧
州
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
最
後
の

結
論
部
分
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
︑
本
論
部
分
で
も
っ
と
言
及
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
︒
欧
州
化
だ
け
で
は
な
く
︑
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
の
関
連
に
お
い
て
も
︑
こ
れ
に
抵
抗
す
る
｢加
盟
国
の
し
た

た
か
さ
｣
を
分
析
す
る
こ
と
は
︑
河
越
君
の
今
後
の
課
題
と
し
て
残

っ
て
い
る
︒

Ⅳ

結
論

こ
の
よ
う
に
︑
問
題
点
を
抱
え
︑
将
来
の
課
題
も
残
っ
て
い
る
が
︑

河
越
真
帆
君
が
提
出
し
た
本
論
文
は
︑
共
通
の
航
空
市
場
を
形
成
す

る
に
至
る
政
策
過
程
を
実
証
的
に
検
討
し
た
こ
と
に
よ
り
航
空
政
策

研
究
と
し
て
︑
ま
た
比
較
政
治
研
究
や
政
策
過
程
論
研
究
と
し
て
︑

さ
ら
に
よ
り
広
く
Ｅ
Ｕ
を
中
心
と
し
た
欧
州
統
合
研
究
と
し
て
︑
学

界
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を
行
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
︑
そ
の
意

義
は
誠
に
大
き
い
と
言
え
る
︒

よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
︑
本
論
文
が
︑
博
士
︵
法
学
︶︵
慶
應
義

塾
大
学
︶
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
値
す
る
も
の
と
判
断
し
︑
そ

の
旨
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
︒

平
成
二
三
年
二
月
九
日

主
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法

学

研

究

科

委

員

田
中

俊
郎

副
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

法
学
博
士

大
山

耕
輔

副
査

慶

應

義

塾

大

学

大

学

院

法

務

研

究

科

教

授

庄
司

克
宏

法学研究 84 巻 5 号（2011：5）

182

平
成
二
三
年
二
月
二
八
日


